
 

 

    2025 年学会発表・講演（令和 7 年 1 月 1 日～12 月 31 日） 
 
 
1. 来院時心停止であった M1UK 系統株による劇症型 A 群溶血性レンサ球菌感染症の

小児例 
三窪 亮二, 木村 翔, 東 加奈子, 松岡 若利, 水口 壮一, 宮田 達弥, 本村 良知, 

賀来 典之, 大賀 正一, 河野 淳, 赤星 朋比古, 高橋 良彰, 田尻 達郎 

第 128 回日本小児科学会（2025年 4月） 

 

2. 医療系学生との協働による学校現場での BLS 教育プログラムの効果と課題  
KIDS SAVE LIVES JAPAN の確立に向けて 
岩瀬 さくら, 賀来 典之, 水口 壮一, 松岡 若利, 赤星 朋比古 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 

 

3. 集中治療管理を要した重症百日咳の 3 乳児例 

東 加奈子, 水口 壮一, 詫間 青葉, 塚田 紘子, 野中 裕文,  

山下 雄平, 河野 淳, 松岡 若利, 賀来 典之, 赤星 朋比古 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月) 

 

4. 小児軽傷頭部外傷における頭蓋内損傷の予測因子としての D-dimer の活用 
河野 淳, 賀来 典之, 水口 壮一, 東 加奈子, 松岡 若利, 籾井 健太, 生野 雄二, 

   牧 盾, 赤星 朋比古 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 

 

5. 慢性腎臓病併存敗血症モデルにおける高濃度酸素の有害作用の検討 
西原 正章, 篠原 啓介, 小野 義恭, 赤星 朋比古 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 

 

6. ARDS からの回復期における LYVE-1 の発現とその局在と重要性 

松永 俊太郎, 賀来 典之, 水口 壮一,赤星 朋比古 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 

 

7．医学部学生教育における高機能シュミレータの有効性 小児救急症例での評価時間

を指標とした検討 

賀来 典之, 白澤 彰, 東 加奈子, 河野 淳, 松岡 若利，水口 壮一，赤星 朋比古 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 



 

 

 

8.中心静脈カテーテルを用いた急速輸血における回路内圧と溶血の関係 

 牧 盾，津村 星汰,東 みどり子,赤星 朋比古,山浦 健 

第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 

 

9.福岡地域救急医療版 J-SPEED による救急医療受療動向調査アンダートリアージの 

要因解析について 

 村西 謙太郎,福永 亜美,小野 雄一,野田 英一郎，喜多村 泰輔,久保 達彦, 

 則尾 弘文,赤星 朋比古,仲村 佳彦,平川 勝之 

 第 53 回日本救急医学会（2025年 10月） 

 

10.法的脳死判定脳波検査の実践的かつ効果的なトレーニング方法 

 濱﨑 朱加,渡邉 恵利子,岡本 真奈,松尾 和幸,持丸 朋美,藤瀬 雅子 

 賀来 典之,牧 盾,赤星 朋比古,酒田 あゆみ,國﨑 祐哉  

  

 

11.大規模災害とドクターヘリ運用 大規模災害における段階的ドクターヘリ運用と

それを支える支援体制の実践的提案 令和６年能登半島地震の経験から 

 久城 正紀,本村 友一,平林 篤志,中村 光伸,藤尾 健次,蜂谷 聡明,南 啓介, 

 早川 達也,木庭 真由子,鍋田 雅和,山下 典雄,則尾 弘文,赤星 朋比古 

 第 32 回日本航空医療学会（2025 年 11月） 

 

12.小児の脳死下臓器提供における課題 被虐待児からの臓器提供について「虐待否

定」が前提とされる小児臓器提供における課題 院内委員会で虐待を疑われたが 

最終的に脳死下臓器提供に至った１例を通して 

賀来 典之,東 加奈子,河野 淳,松岡 若利,水口 壮一,生野 雄二,牧 盾, 

赤星 朋比古 

第 61 回日本移植学会（2025年 10月） 

 

 

13.MIUK 系統株による劇症型 A 群溶血性連鎖球菌感染症の小児死亡例 

三窪 亮二,本村 良和,木村 翔,東 加奈子,河野 淳,松岡 若利 



 

 

水口 壮一,宮田 達弥,賀来 典之,赤星 朋比古,大賀 正一 

第 57 回日本小児感染症学会（2025 年 11月） 

 

14.【周術期管理マニュアル-保存版】術式別の術前・術中・術後管理 その他 

  脾臓摘出術 

  赤星 朋比古 

  第 87回日本臨床外科学会（2025年 11月） 

 

15.MELAS 患者の敗血症性ショックにおいてミトコンドリア機能維持に工夫をした 

一例 

光山 由祐,西原 正章,彌永 武史,木原 大護,畠山 究,白澤 彩，賣豆紀 智美 

生野 雄二,牧 盾,赤星 朋比古 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

16.ベンゾジアゼピン離脱症候群の併発により治療に難渋した外傷性けいれん発作の 

一例 

賣豆紀 智美，生野 雄二,柿原 光貴,光山 由祐，大屋 皆既，畠山 究, 

彌永 武史,西原 正章,牧 盾,赤星 朋比古  

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

17.当院の敗血症患者における Rapid Response System の起動の現状と課題 

牧 盾，生野 雄二,賀来 典之，赤星 朋比古，山浦 健 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

18.腎臓虚血再灌流に対する硫化水素代謝経路の関与の検討 

高森 信之介，白水 和宏，松永 俊太郎,水口 壮一,賀来 典之，山浦 健 

赤星 朋比古 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

19.集中治療室患者における口腔細菌数と人工呼吸器関連肺炎およびせん妄との関連 

有水 智香，赤星 朋比古，神野 哲平，古田 美智子，大橋 綾子， 

高森 信之介，和田 尚久 



 

 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

  

20.生体電気インピーダンス法による位相角を用いた敗血症患者の生存期間に関する  

 検討 

 草葉 隆一，根津 智之，高嶋 美甫，進藤 幸之助，重松 文菜，大橋 綾子 

 石田 茂，横山 富美子，野崎 由美子，赤星 朋比古 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

21.脳死の判断から心停止までの期間 小児と成人の比較 

 賀来 典之，東 加奈子,生野 雄二,松岡 若利，水口 壮一,賣豆紀 智美 

 籾井 健太，西原 正章,牧 盾，赤星 朋比古 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

22.日本人小児における声門から気管分岐部までの距離 Microcuff デプスマークの 

 有効性の検討 

 水口 壮一,東 加奈子,木村 翔,河野 淳,松岡 若利，鉄原 健一，賀来 典之 

 牧 盾，赤星 朋比古 

第 52 回日本集中治療医学会（2025 年 3月） 

 

23.九州大学病院における急性期・重度四肢外傷治療の現状と課題 

 籾井 健太,木原 大護,赤星 朋比古,中島 康晴， 

 第 149回西日本整形・災害外科学会（2025 年 6月） 

 

24.ECPR（Extracorporeal Cardiopulmonary Resuscitation 体外循環式心肺蘇生

法）で救命した冠動脈病変の 2 小児例 

塚田 寛子，東 加奈子，詫間 青葉，野中 裕文，木村 翔，河野 淳， 

 松岡 若利，水口 壮一，賀来 典之，赤星 朋比古 

 第 38 回日本小児救急医学会（2025 年 7月） 

 

25.小児の臓器提供における虐待除外の判断についての再考 乳児の臓器提供例を通 

して 

 東 加奈子，賀来 典之，木村 翔，河野 淳，松岡 若利，水口 壮一， 



 

 

 赤星 朋比古 

 第 38 回日本小児救急医学会（2025 年 7月） 

 

26.機械的循環補助（Mechanical Circulatory Support；MCS）を装着した小児患者 

 の終末期の経験と新たな課題  

 松岡 若利，賀来 典之，詫間 青葉，塚田 寛子，野中 裕文，木村 翔 

 東 加奈子，河野 淳，水口 壮一，赤星 朋比古 

 第 38 回日本小児救急医学会（2025 年 7月） 

 

27.小児 ECPR／臨床工学技士の役割と取り組み 小児 ECPRにおける臨床工学技士 

 に求められる役割 

 渡邉 直貴,定松 慎矢,東 加奈子，河野 淳,松岡 若利，水口 壮一 

 賀来 典之，赤星 朋比古，塩瀬 明 

 第 38 回日本小児救急医学会（2025 年 7月） 

 

28.医療学生との学校での BLS教育プログラム開発における小中高生の胸骨圧迫スキ

ルと教育効果の多面的検討 

 岩瀬 さくら，賀来 典之，水口 壮一，光山 由祐，赤星 朋比古 

 

 

29.異食道静脈瘤を伴う Adams-Oliver 症候群に対して外科的治療を行った 2例 

 中林 和庸，高橋 良彰,吉丸 耕一朗,松浦 俊治,赤星 朋比古,田尻 達郎 

 第 128回日本小児科学会（2025年 4月） 

 

30.食道静脈瘤を伴う Adams-Oliver症候群に対して集学的治療を施工した 1歳の小児   

例 

 吉丸 耕一朗,松浦 俊治,高橋 良彰,前田 翔平,鳥井ケ原 幸博,赤星 朋比古 

 第 32 回日本門脈圧亢進症学会（2025年 9月） 


